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◆2025年3月期第2四半期 決算説明会 要旨◆ 

 

 

【スピーカー】 

リンテック株式会社 代表取締役社長 社長執行役員 服部 真 

リンテック株式会社 取締役常務執行役員 管理本部長 柴野 洋一 

リンテック株式会社 執行役員 広報・IR室長 竹内 栄一郎 

 

 

本資料に掲載されている業績見通しに関する内容につきましては、本資料の作成日現在にお

いて想定できる経済情勢、市場動向および計画などに基づき作成したものであり、その内容

の正確性を保証したり、将来の計画数値、施策の実現を確約したりするものではありませ

ん。したがって、実際の業績は、今後のさまざまな要因によって異なる可能性があります。 

 

◆2025年3月期第2四半期連結業績 

 売上高は前年同期比267億4,000万円増、20.3％アップの1,584億7,600万円となりました。

営業利益は前年同期比104億9,700万円増、329.1％アップの136億8,700万円です。経常利益

は前年同期比99億6,600万円増、231.8％アップの142億6,600万円です。親会社株主に帰属す

る中間純利益は前年同期比88億4,700万円増、449.9％アップの108億1,400万円となりまし

た。 

リンテック単体と、連結子会社の業績についてご説明します。売上高については、単体が

前年同期比140億8,000万円増、19.7％アップの856億1,000万円です。連結子会社が、前年同

期比212億6,100万円増、26.7％アップの1,009億9,000万円となりました。なお、上期の海外

売上高比率は64.6％でした。営業利益については、単体が前年同期比48億1,000万円増、25

6.8％アップの66億8,300万円です。連結子会社が前年同期比64億4,300万円増、811.5％アッ

プの72億3,700万円となりました。単体と連結子会社の業績の概要についてですが、営業利

益が前年同期の32億円から、今期は137億円となった増減要因についてご説明します。単体

での増益要因として、販売数量の増加で50億円、販売価格改定で14億円、売上構成で9億円

の効果がありました。一方、減益要因としては原燃料価格や物流コストの上昇で8億円、固

定費増加で17億円の影響がありました。連結子会社では、アドバンストマテリアルズ事業部

門の子会社が、半導体関連粘着テープおよび関連装置の販売数量増加により大幅な増益とな

ったほか、米国子会社のマックタック・アメリカ、マディコ、VDIの3社の損益が大きく改善

しました。なお、円安による為替影響は、全体でプラス18億円ありました。 

上期の業績について、セグメント別にご説明します。印刷材・産業工材関連についてで

す。印刷・情報材事業部門の売上高は前年同期比94億6,400万円増、14.8％アップの735億4,

100万円です。産業工材事業部門の売上高は前年同期比15億3,000万円増、8.8％アップの188

億9,300万円となりました。このセグメントの売上高は、前年同期比109億9,400万円増、13.

5％アップの924億3,400万円となりました。営業利益は、米国子会社の3社で販売数量が大幅

に増加したことなどもあり、前年同期比43億3,500万円増の35億5,800万円となりました。当

セグメントの事業部門別売上高の概要をご説明します。印刷・情報材事業部門についてで

す。シール・ラベル用粘着製品は、国内では物流・通販向けが堅調に推移したものの、物価

高騰の影響により、食品関連を中心に需要が減少しました。また、アイキャッチラベルや飲
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料キャンペーン用などが、総じて低調に推移しました。海外では、マックタック・アメリカ

でカナダの販売子会社買収効果により、販売数量が16％の大幅増加となったほか、中国、AS

EAN地域においても堅調に推移しました。なお、印刷・情報材事業部門の海外売上高比率

は、72.5％となっています。マックタック・アメリカは為替影響を含めて、前年同期比22％

アップの449億円となりました。産業工材事業部門については、国内では自動車用ウインド

ーフィルムが自動車生産台数減少の影響を受けて、低調に推移しました。海外においては米

国マディコでの防犯用ウインドーフィルムや、VDIでのスパッタリングフィルムの販売が大

きく増加したほか、インドで自動車用粘着製品が増加しました。なお、産業工材事業部門の

海外売上高比率は、54.3％でした。 

電子・光学関連についてご説明します。アドバンストマテリアルズ事業部門の売上高は前年

同期比149億3,300万円増、55.9％アップの416億5,500万円です。オプティカル材事業部門の

売上高は前年同期比4億8,300万円減、6.9％ダウンの64億9,100万円となりました。このセグ

メントの売上高は、前年同期比144億5,000万円増、42.9％アップの481億4,600万円となりま

した。営業利益は、半導体・電子部品関連製品の販売数量が増加したことにより、前年同期

比51億8,000万円増、120.3％アップの94億8,500万円となりました。当セグメントの事業部

門別売上高の概要をご説明します。アドバンストマテリアルズ事業部門については、半導体

関連粘着テープはスマートフォン用などの需要増加により好調に推移し、前年同期の142億

円から53億円増、37.8％アップの195億円となりました。半導体関連装置についてはHBM製造

用などで大幅に増加したこともあり、前年同期の61億円から51億円増、82.5％アップの112

億円となり、積層セラミックコンデンサ関連テープはスマートフォンやデータセンター向け

などの需要増加により、前年同期の58億円から44億円増、76.3％アップの102億円と、それ

ぞれ大きく伸長しました。なお、アドバンストマテリアルズ事業部門の海外売上高比率は、

73.7％となりました。オプティカル材事業部門については、光学ディスプレイ関連粘着製品

は大型テレビ用やスマートフォン向けで受注が減少しました。 

 洋紙・加工材関連についてご説明します。洋紙事業部門の売上高は前年同期比3億1,000万

円減、3.9％ダウンの75億8,400万円です。加工材事業部門の売上高は前年同期比16億600万

円増、18.5％アップの103億1,000万円となりました。このセグメントの売上高は、前年同期

比12億9,500万円増、7.8％アップの178億9,400万円となりました。営業利益は、洋紙事業部

門は極めて厳しい結果となりましたが、加工材事業部門における販売数量の増加などもあ

り、前年同期比9億8,700万円増の6億1,500万円となりました。当セグメントの事業部門別売

上高の概要をご説明します。洋紙事業部門については、耐油耐水紙は前年同期並みであった

ものの、主力のカラー封筒用紙や色画用紙、建材用紙が需要減少により、低調に推移しまし

た。加工材事業部門については、電子材料用剥離紙や光学関連製品用剥離フィルムが、スマ

ートフォン用などの需要増加により好調に推移しました。また、合成皮革用工程紙や炭素繊

維複合材料用工程紙も大幅に増加しました。なお、加工材事業部門の海外売上高比率は、4

0.2％となりました。 

 

◆2025年3月期通期連結業績予想 

 通期の連結業績予想についてご説明します。2025年3月期の連結業績については、原燃料

価格の高止まりが利益面で影響があるものの、半導体・電子部品関連製品が好調な需要に支

えられ、当初想定を大きく上回っています。加えて、他の製品も受注が手堅く推移するもの

と見ています。このような状況を勘案し、2024年5月8日に公表した通期連結業績予想を修正
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しました。売上高は上期実績1,585億円に対して、下期は1,515億円、通期では当初予想の2,

900億円から200億円増の3,100億円となる見通しです。営業利益は上期実績137億円に対し

て、下期は103億円、通期では当初予想の180億円から60億円増の240億円です。経常利益は

上期実績143億円に対して、下期は100億円、通期では当初予想の180億円から63億円増の243

億円です。親会社株主に帰属する当期純利益は上期実績108億円に対して、下期は62億円、

通期では当初予想の130億円から40億円増の170億円となる見通しです。 

 通期連結業績予想の営業利益を、当初予想の180億円から240億円へ修正した増減要因につ

いてご説明します。単体では増益要因として、販売数量の増加で約33億円、販売価格改定で

約7億円です。一方で減益要因として、原燃料価格や物流コストの上昇による影響で約6億

円、固定費の増加などによる影響で約3億円と見ています。単体の営業利益は、当初予想の9

6億円から31億円増の127億円となる見通しです。連結子会社では、アドバンストマテリアル

ズ事業部門の販売子会社や、マディコ等の増収効果などもあり、当初予想の84億円から29億

円増の113億円と見ています。 

通期連結業績予想について、セグメント別にご説明します。印刷材・産業工材関連につい

てです。印刷・情報材事業部門の売上高は、国内においては物価高騰による消費者の節約志

向が一層強まり、食品関連製品などを中心とした買い控え懸念もあるため、当初予想を下回

ると見ています。海外においては、マックタック・アメリカで下期の市況回復が当初想定よ

りも遅れると見ています。その一方、上期の増収により当初予想を大幅に上回ると見ている

ほか、中国やASEAN地域でも需要回復が期待されます。これにより、上期実績735億円に対し

て、下期は22億円減少の713億円、通期では当初予想の1,396億円から52億円増の1,448億円

としました。産業工材事業部門の売上高は、国内においては自動車生産台数減少の影響もあ

り、自動車用ウインドーフィルムや自動車用粘着製品を中心に当初予想を下回ると見ていま

す。海外はマディコ、VDIの上期の増収により、当初予想を上回ると考えています。これに

より、上期実績189億円に対して、下期は7億円減少の182億円、通期では当初予想の365億円

から6億円増の371億円としました。当セグメントの売上高は、上期実績924億円に対して、

下期は29億円減少の895億円、通期では、当初予想の1,761億円から58億円増の1,819億円と

見ています。営業利益は、米国において原材料価格の上昇や市場回復の遅れ、ウインドーフ

ィルムの需要が閑散期に入ることなどの影響がありますが、上期の増収効果により、下期は

上期実績36億円に対して27億円減少の9億円、通期では当初予想の31億円から14億円増の45

億円となる見通しです。 

電子・光学関連についてご説明します。アドバンストマテリアルズ事業部門は、下期以降

も半導体関連粘着テープおよび関連装置、積層セラミックコンデンサ関連テープは堅調に推

移すると見ており、下期の売上高は上期と同額の417億円、通期では当初予想の679億円から

155億円増の834億円としました。オプティカル材事業部門は、光学ディスプレイ関連粘着製

品の受注が減少すると見ています。また、韓国子会社のLINTEC SPECIALITY FILMS（KOREA）

は6月末に、台湾子会社LINTEC SPECIALITY FILMS（TAIWAN）は9月末に解散したことによ

り、下期の売上高は上期実績65億円に対して30億円減少の35億円、通期では当初予想の110

億円から10億円減の100億円としました。当セグメントの売上高は、上期実績482億円に対し

て、下期は30億円減少の452億円、通期では当初予想の789億円から145億円増の934億円と見

ています。営業利益は、オプティカル材事業部門で営業損失が増加することもあり、上期実

績95億円に対して、下期は4億円減少の91億円、通期では当初予想の137億円から49億円増の

186億円となる見通しです。 
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洋紙・加工材関連についてご説明します。洋紙事業部門は、耐油耐水紙の拡販を図るもの

の、主力のカラー封筒用紙や色画用紙を中心に販売数量が減少すると見ています。下期の売

上高は上期実績76億円に対して2億円増加の78億円、通期では当初予想の160億円から6億円

減の154億円としました。加工材事業部門は、電子材料用剥離紙やレジャー用途の炭素繊維

複合材料用工程紙などが堅調に推移すると見ています。下期の売上高は上期実績103億円に

対して13億円減少の90億円、通期では当初予想の190億円から3億円増の193億円としまし

た。当セグメントの売上高は、上期実績179億円に対して、下期は11億円減少の168億円、通

期では当初予想の350億円から3億円減の347億円と見ています。営業利益は、加工材事業部

門の販売数量減少の影響などにより、上期実績6億円に対して、下期は3億円減少の3億円、

通期では当初予想の12億円から3億円減の9億円となる見通しです。 

 配当金についてご説明します。基本方針および上期の連結業績、通期連結業績予想の修正

を踏まえ、2025年3月期の中間配当金については、当初予定の1株当たり44円から6円増額の5

0円としました。また、1株当たり年間配当金予想についても、当初予定の88円から12円増額

の100円に修正しました。同時に、11月29日付で420万株の自己株式の消却を行うことも発表

しました。ご参考までに、当社は2024年9月末時点で発行済株式総数7,668万9,000株の10.

8％に当たる826万1,000株の自己株式を保有していますが、そのうち420万株を消却すること

で自己株式数は406万1,000株となり、発行済株式総数7,248万9,000株の5.6％となります。 

 2030年3月期を最終年度とする長期ビジョン「LSV 2030」の達成に向けて、今年4月にスタ

ートした中期経営計画「LSV 2030-Stage 2」の諸施策を力強く推し進め、企業価値向上のた

めに、国内外グループ全社員が一丸となって努力していく所存です。 
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主な質疑応答 

 

Q. アドバンストマテリアルズ事業部門について、第1四半期から第2四半期にかけての売上

高が18％増と、他社の半導体材料と比較して強いように感じます。例えばHBMやGPU、チップ

レットなどの先端半導体関連の需要増は半導体関連粘着テープおよび関連装置にどのぐらい

貢献しているのでしょうか？  

A. アドバンストマテリアルズ事業部門の半導体関連粘着テープは、前期において主にメモ

リー関係の在庫調整の局面が長く続きました。前期の第4四半期から在庫調整がほぼ一巡し

たことに加え、同時期から市場でのHBMの需要が増加したことなどが貢献し、当社のダイシ

ングテープやBGテープのビジネスも好調に推移しています。HBM関連装置の業績について

は、前期の第4四半期から出荷を始めて、今期の第1四半期、第2四半期と数量が増えていま

す。従来のNANDフラッシュメモリー向けを中心としたテープの使用量は若干回復が遅れてい

ますが、下期から来期にかけて使用数量が上がっていくという見通しを立てています。 

 

Q. HBM向けのテープラミネーターについて、上期の売上高と年間見通し、足元の受注がどの

程度入っているのか、差し支えなければ教えてください。 

A. HBM向けのテープラミネーターの売上高は、上期が47億円程度で、下期は43億円程度と見

ています。通期予想としては90億円を見込んでいます。 

 

Q. アドバンストマテリアルズ事業の売上高が、上期から下期にかけて横ばいの予想になっ

ている背景について教えてください。 

A. 第2四半期より第3四半期のほうが多少弱含むと予想しています。また、下期の半導体ビ

ジネスに対する相対的な見方ですが、毎年、特に第4四半期中の1月、2月は事業が谷間に入

るため、季節的な要因を考慮しています。今のスマートフォンの主要モデルの販売状況を見

ても、季節的に一番落ち込む時期に半導体メーカー各社が増産するといった動きは見られま

せんので、季節的な変動をそのまま織り込むほうが正確だと考えています。 

 

Q. 印刷・情報材事業部門、産業工材事業部門の下期の利益率は大きく低下する前提になっ

ていますが、単体や主要な子会社に分けて、詳細を教えてください。 

A. 印刷・情報材事業部門の利益率低下の一番大きな理由はマックタック・アメリカの動向

です。北米のロールラベル市場の今後のフォーキャストとしては、四半期ごとの業界の成長

率を見ると、第2四半期から第3四半期にかけてそれほど大きな伸びは見られません。実際に

マックタック・アメリカの1日あたりのビジネストレンドを見ても、そのような傾向を映し

出した結果が日々続いています。北米のロールラベル市場は、日用品や食料品が大きなウエ

イトを占めています。物価高騰や消費行動の変化もあり、なかなか大きな利益創出まで至っ

ていないというのが現状です。加えて、原材料価格については、メーカーによってはすでに

7月からコストアップ要求を打ち出しているところもあります。従来は売価に反映させて価

格改定もできましたが、ロールラベル市場そのものの成長性が緩くなってきている中で、お

客さまの理解を得られる状況にはなく、下半期は価格改定自体に踏み出せない状況が続くと

見ています。産業工材事業部門については、マディコとVDIが上期の業績の中で一番貢献し

てきました。マディコのメインのビジネスであるウインドーフィルムは季節性があり、秋か

ら冬にかけて需要の閑散期に入るというのは毎年の傾向で、今年もすでに始まっています。
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VDIのスパッタリングフィルムについては、お客さまのほうでの仕様変更を進めています。

その仕様変更に伴い、従来品の在庫の消化をしなくてはならず、今のところ上半期のような

大きな伸びが下半期では見込めません。こちらの2つの理由が、産業工材事業部門の利益低

下につながっています。 

 

Q. アドバンストマテリアルズ事業部門の半導体関連装置について質問です。HBM製造用の装

置が、今年は約90億円の売上見通しになるということですが、来年度は反動があると考えて

おいたほうが良いのでしょうか？ 追加注文が入ってくるためある程度カバーできるのか、

その他の装置でカバーできるのかなど、来年度に向けた考え方について教えてください。 

A. 次世代のHBMが、どのような処方でどのようなプロセスで作られるのかは、まだ各社でい

ろいろ検討している状況にあると理解しています。そのような中で、今年に受注が逼迫した

装置については、HBMの製造方法がどのように動いていくかによって左右されていくと思っ

ています。世代が変わる来年以降についても、お客さまとの対話を緻密にしながら計画を積

み重ねていくところです。今回、当社の半導体関連製品が好調なのは、HBM関連装置の要因

もありますが、従来も強力に推し進めてきた、BGテープやダイシングテープなどの先端半導

体向けのテープの業績貢献がしっかりとした基礎になり、それにHBM関連装置が追加された

状況です。どのようなHBM世代になるかを問わず、引き続き強力に半導体業界に貢献できる

テープと装置の開発をしていくというのが当社の考えです。そのため、来年以降は多少需要

が緩慢になったところで影響が出るかもしれません。そのような場合は、他のテープや他の

装置でカバーをしていく考えで進めています。 

 

Q. EUV露光機用CNTペリクルに関して正式な発表がありましたが、いつから量産が始まるの

でしょうか？ また、来年度の収益、特に利益面に対して効いてくるのかどうかについて教

えてください。 

A. 2024年9月のリリースに記載のとおり、EUV露光機用CNTペリクルは2025年の下期以降で量

産体制が整えられるように進めていますが、2025年の計画に織り込むかは未定です。採用認

定に向けた取り組みを進めており、今後の動向を見ながら計画に織り込むかを検討していき

ます。 


